
豊田市エコ通勤をすすめる会の改編と活動 
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〔 第七回JCOMM（富山国際会議場）2012年08月05日 ポスター発表B 〕 

「すすめる会」設立の背景と経緯「すすめる会」設立の背景と経緯「すすめる会」設立の背景と経緯

•• 渋滞対策から始まった豊田市の「エコ通勤」渋滞対策から始まった豊田市の「エコ通勤」
朝夕ピークの渋滞問題（分散した大量トリップの時間集中）朝夕ピークの渋滞問題（分散した大量トリップの時間集中）

ソフト的な渋滞対策「ソフト的な渋滞対策「TDMTDM」にいち早く取り組んだ豊田市」にいち早く取り組んだ豊田市
（（H6H6～：社会実験、～：社会実験、H8H8：「：「TDMTDM勉強会（後に研究会）」設立）勉強会（後に研究会）」設立）

TDM 研究会の取り組みにおける課題TDMTDM 研究会の取り組みにおける課題研究会の取り組みにおける課題

•• 官民協働の議論の場がつくられた官民協働の議論の場がつくられた
→→ 事務局と事業所との温度差事務局と事業所との温度差
→→ 社会実験実施の調整協議の場に止まる社会実験実施の調整協議の場に止まる

•• TDMTDMという概念、手法を普及という概念、手法を普及
→→ 特定の参加事業所に対して特定の参加事業所に対して
→→ しかし事業所自らの取り組みは？しかし事業所自らの取り組みは？
→→ 従業員にとっては、事業所の通勤制度も従業員にとっては、事業所の通勤制度も

ネックとなっているネックとなっている
•• 少数ながら、主体的に取り組もうという事業少数ながら、主体的に取り組もうという事業
所が出現所が出現
→→ やる気のある事業所を牽引役に！やる気のある事業所を牽引役に！

 「豊田市エコ通勤をすすめる会」設立の背景と経緯  

「エコ通勤をすすめる会」の設立（H20年12月）「エコ通勤をすすめる会」の設立（「エコ通勤をすすめる会」の設立（H20H20年年1212月）月）

【目的】 産官の共働によりエコ通勤を推進し、豊田市内の道路交
通混雑の緩和や公共交通の利用促進、環境負荷の軽減を図るこ
とを目的とする。（各事業所が主体的・自主的に取り組む）

【目的】 産官の共働によりエコ通勤を推進し、豊田市内の道路交
通混雑の緩和や公共交通の利用促進、環境負荷の軽減を図るこ
とを目的とする。（各事業所が主体的・自主的に取り組む）

【会 長】名古屋産業大学教授 伊豆原浩二（現愛知工業大学客員教授）
【副会長】 豊田商工会議所常務理事 永田勇夫
【事務局】 豊田市交通政策課，豊田商工会議所，（公財）豊田都市交通研究所

【会 長】名古屋産業大学教授 伊豆原浩二（現愛知工業大学客員教授）
【副会長】 豊田商工会議所常務理事 永田勇夫
【事務局】 豊田市交通政策課，豊田商工会議所，（公財）豊田都市交通研究所

【参加条件】
1. 事業所の参加登録シートの提出。（意思の確認）
2. 原則として、豊田市内の事業所を対象。
3. 具体的な通勤問題（駐車場不足、交通渋滞等）を抱え、対策を

実施、または実施したいと考えている。
4. 事業所として、通勤問題の解決に向けた意欲がある。
5. ３ヶ月に１回程度開催の会議へのご出席が可能。
6. 自社の取り組みを会議で公表できる。

【参加条件】
1. 事業所の参加登録シートの提出。（意思の確認）
2. 原則として、豊田市内の事業所を対象。
3. 具体的な通勤問題（駐車場不足、交通渋滞等）を抱え、対策を

実施、または実施したいと考えている。
4. 事業所として、通勤問題の解決に向けた意欲がある。
5. ３ヶ月に１回程度開催の会議へのご出席が可能。
6. 自社の取り組みを会議で公表できる。

「エコ通勤をすすめる会」の取り組み背景と設立当初の目的 
● 豊田市では、平成6年度から継続的にTDM施策に取り組んでおり、一定の成果を得てきた。 

● 事業所が主体となって、実効性のある取り組みを進めるために「豊田市エコ通勤をすすめる会」を設

立。豊田市内の道路交通混雑の緩和や公共交通の利用促進、環境負荷の軽減を目指している。 

● 同会は自らが主体的にエコ通勤に取り組む事業所で構成する会で、具体的な通勤交通に関する問題や対

策実施の意志を持つこと等を参加条件としている。 



 「豊田市エコ通勤をすすめる会」の特徴とこれまでの主な取り組み  

事業所が自ら「エコ通勤」に取り組む場として！事業所が自ら「エコ通勤」に取り組む場として！事業所が自ら「エコ通勤」に取り組む場として！

•• 「「TDMTDM研究会」は社会実験等で成果を上げたが・・・研究会」は社会実験等で成果を上げたが・・・

•• 効果を持続するためには事業所自らの行動変容が必要（固有効果を持続するためには事業所自らの行動変容が必要（固有
の通勤規則、立地条件に応じたメニュー）の通勤規則、立地条件に応じたメニュー）

•• 先行して取り組む事業所が牽引役に、少数精鋭で！先行して取り組む事業所が牽引役に、少数精鋭で！

•• H20H20年年1212月に、月に、2121事業所で立ち上げ（現在、事業所で立ち上げ（現在、2626事業所）事業所）
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事業所主体の取り組みとして、エコ通勤の普及を推進
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事業所主体の取り組みとして、エコ通勤の普及を推進

推進体制の特徴推進体制の特徴推進体制の特徴

【【 行政主導ではなく行政主導ではなく 「共働（協働）」「共働（協働）」 】】

•• 事業所に「当事者意識」を醸成する事業所に「当事者意識」を醸成する
→→ 事業所が主体的に対策を検討。事業所が主体的に対策を検討。

•• まずは事業所内での推進体制を整えるためにまずは事業所内での推進体制を整えるために
→→ トップダウンが推進を加速する。トップダウンが推進を加速する。

→→ 商工会議所の声は企業トップに届けやすい。商工会議所の声は企業トップに届けやすい。

【【 専門組織の参画専門組織の参画 】】

•• 最新情報の収集、推進のノウハウ、調査・分析、学会最新情報の収集、推進のノウハウ、調査・分析、学会
等への情報発信・情報収集等への情報発信・情報収集
→→ TTRITTRI にとって「実践的研究の場」にとって「実践的研究の場」
→→ コンサルタント、コンサルタント、NPONPOの活用の活用

「すすめる会」の活動と「エコミュート」「すすめる会」の活動と「エコミュート」「すすめる会」の活動と「エコミュート」

エコ通勤している理由
・公共交通利用の環境が

整っている。
・自転車が最速、かつ雨な

ら公共交通使える。
・徒歩、自転車の楽しさ。
・公共交通に慣れている。
・時間が正確。

エコ通勤していない理由
・公共交通が不便。
・クルマ以外、頭にない。
・クルマに慣れている。
・雨や荷物があると、クル

マが便利。
・業務でマイカーを使う。
・メリットがない。

【エコ通勤している人・していない人のワケ】

エコ通勤の障壁
・社内のエコ通勤への意識

がまだまだ低い。
・勤務が深夜に及ぶ。
・クルマの方が通勤手当の

負担が少ない。
・業務用車両が不足。
・駐輪場や更衣室未整備。
・クルマ通勤の環境を整え

ている。

【事業所としての問題】

なぜエコ通勤すべきか？
・駐車場の確保ができない。
・近隣住民への迷惑問題。
・法人としての環境への取

り組み。

公共交通の実態
・バスが不便（便数、路線、

時間帯、運賃）。
・バス路線の存在を知らな

い人が多い。
・バスは遅れる。
・運賃が高い。

どうしたら促進できる？
・従業員のメリット、会社

のメリットを。
・従業員の自主性→意識改

革を促すＰＲが必要。
・公共交通を使いやすくす

る（便数、路線、時間帯、
運賃）。

事業所として、何ができるか？
〔 第４回「すすめる会」までの宿題 →持ち帰って検討 〕
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・法人としての環境への取
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〔 第４回「すすめる会」までの宿題 →持ち帰って検討 〕

•• 平成平成2323年度年度までにまでに1111回の会議を開催回の会議を開催

•• 他都市事例の勉強、グループディスカッションによる問題、他都市事例の勉強、グループディスカッションによる問題、
課題の抽出課題の抽出

•• 各事業所が対策案を検討（各事業所が対策案を検討（対策案検討シートの作成対策案検討シートの作成））

•• 会員である交通事業者から会員である交通事業者から、公共交通利用策の、公共交通利用策の提案提案

「第4回すすめる会」でのグループ

ディスカッションの様子と討議結果

PR活動 「エコミュート（ecommute）」の展開PRPR活動活動 「エコミュート（「エコミュート（ecommuteecommute）」の展開）」の展開

•• 実施内容実施内容

ポスター、チラシ、クリアフォルダの作成と配布ポスター、チラシ、クリアフォルダの作成と配布

小冊子の刊行小冊子の刊行

飲食店協賛企画（タンブラーのプレゼント）飲食店協賛企画（タンブラーのプレゼント）

ラジオラジオCMCMと時報によると時報によるPRPR
WebWebサイトの設置とサイトの設置と ecommuteecommute会員の募集会員の募集
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•• 目的目的

取組み取組みの見える化（の見える化（PRPR））→エコ→エコ

通勤を多くの人に広める。通勤を多くの人に広める。

通勤者個人の「遊び心」に訴え通勤者個人の「遊び心」に訴え
ながら、エコ通勤に対する意識ながら、エコ通勤に対する意識
を高めるを高める。。

PR活動 「エコミュート
（ecommute）」の展開
PRPR活動活動 「エコミュート「エコミュート
（（ecommuteecommute）」の展開）」の展開

•• WebWebサイトの設置とサイトの設置と
ecommuteecommute 会員の募集会員の募集

「豊田市交通まちづくり推「豊田市交通まちづくり推
進協議会」が主体として設進協議会」が主体として設
置していた「チャレンジ！エ置していた「チャレンジ！エ
コ通勤」サイトコ通勤」サイトに代えてに代えて

遊び心を持たせ様々な遊び心を持たせ様々な
キャンペーンを展開しながキャンペーンを展開しなが
ら、簡易な実績報告でエコら、簡易な実績報告でエコ
通勤の効果を「見える化」通勤の効果を「見える化」
するする



 「豊田市エコ通勤をすすめる会」の運営課題と改編  

•• 提出は事務局除く提出は事務局除く2121事業事業
所中、所中、99事業所。事業所。

•• 具体的な目標設定がで具体的な目標設定がで
きない、積極的に取り組きない、積極的に取り組
めない事業所あり。→めない事業所あり。→ 既既

にできる限りの対策を実にできる限りの対策を実
施済みの事業所や、社施済みの事業所や、社
内運営陣の理解が得ら内運営陣の理解が得ら
れない事業所も。れない事業所も。

•• エコミュートの冊子やポエコミュートの冊子やポ

スターの活用はある程度スターの活用はある程度
されていた。されていた。

•• 比較的小規模な事業所比較的小規模な事業所

で具体的な対応がある。で具体的な対応がある。

•• 新しく参加した事業所に新しく参加した事業所に
積極的な姿勢がみられる。積極的な姿勢がみられる。

「エコ通勤実践目標管理シート」を眺めてみると・・・「エコ通勤実践目標管理シート」を眺めてみると・・・

今年度の活動のために提出を依頼した管理シートの提出率、
会議の出席率ともに低調。→参加意欲ある事業所と無い事業

所の格差大
発会当時の趣旨である「事業所自らが主体となって積極的にエ
コ通勤に取り組む姿勢」を持った事業所が減少している。→今

以上に社内展開できない、経済情勢・震災対応等でそれどころ
ではない？
会に参加するメリットがなくなった。→先行する事業所は既に

手を尽くし、社内展開できない事業所は身動きとれず・・・
エコミュートの活用はある程度なされ、一般市民への訴えかけ
のツールとしても必要と考える。

今年度の活動のために提出を依頼した管理シートの提出率、
会議の出席率ともに低調。→参加意欲ある事業所と無い事業

所の格差大
発会当時の趣旨である「事業所自らが主体となって積極的にエ
コ通勤に取り組む姿勢」を持った事業所が減少している。→ 今

以上に社内展開できない、経済情勢・震災対応等でそれどころ
ではない？
会に参加するメリットがなくなった。→先行する事業所は既に

手を尽くし、社内展開できない事業所は身動きとれず・・・
エコミュートの活用はある程度なされ、一般市民への訴えかけ
のツールとしても必要と考える。

会の方針、運営方法について、根本的な見直しが必要!!会の方針、運営方法について、根本的な見直しが必要!!

エコ通勤をすすめる会の運営課題エコ通勤をすすめる会の運営課題

新たな展開に向けた改編新たな展開に向けた改編
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【 豊田市エコ通勤をすすめる会の活動イメージ 】 

■改編前の「すすめる会」

■改編後の「すすめる会」

● すすめる会への参加のインセンティブ向上 → 事務局の努力、主力会員の企画参画 

● 地域社会全体への影響を高めるために →「少数精鋭」に拘らず、多くの賛同会員を得る 

● 小規模事業所の機動力に期待 → より広く、会への参加を募る 

● 参画しやすい組織体制を → 会議への参加は義務づけず、講演会などへの参加を案内 



 中部運輸局「交通エコロジー教室」との連携による会員数拡大策の展開  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 中部運輸局「交通エコロジー教室」の事業費（運輸局から環境創研に委託）を適用。 
※ 自社のエコ通勤促進への意向が強い事業所を、便宜的に種別 A、それ以外を B と表記。 

 すすめる会会員募集 
 講演会・講座の案内 

エコ通勤講演会参加事業所 

 優良事業所 
認証申請講座① 

・ 会員募集チラシ（会の紹介、主旨、

登録方法など） 
・ 会員登録申請書（エコ通勤促進の宣

言と従業員の通勤手段実態） 
・ 講演会・講座案内チラシ 商工会議所を通じて発信 

エコ通勤講演会不参加事業所 

 エコ通勤特別講演会 
 優良事業所認証申請説明会 

豊田市エコ通勤をすすめる会 会員事業所 

 優良事業所 
認証申請講座② 

【 会員種別Ａ 】 

・ エコ通勤促進を宣言。 

・ 自社内外で、事務局提供の普及

啓発ツール等を展開。 

・ 自社で具体的なエコ通勤プラ

ンを立てて取り組む。 

・ 優良事業所認証を目指す。 

【 会員種別Ｂ 】 

・ エコ通勤促進を宣言。 

・ 自社内外で、事務局提供の普及

啓発ツール等を展開。 

エコ通勤優良事業所 

エコ通勤宣言（登録書の提出・従業員への啓発活動実施） 

現会員（24 事業所）を中心とし

て「幹事会」を設置し、すすめ

る会の企画運営を行っていく。

【講演会内容案】 
・ 学識者講演：谷口守先生 
・ 先進事例講演：豊橋市 
・ すすめる会活動報告 

● 平成23年度の「エコ通勤をすすめる会 特別講演会」は、国土交通省中部運輸局の事業で

ある「交通エコロジー教室」とのタイアップ企画とし、会員の募集を行うとともに、より

多くの会員事業所が「エコ通勤優良事業所認証」を受けることを目指した。 

● 11月28日に特別講演会を開催。その中で国の「エコ通勤優良事業所認証制度」を紹介

し、より詳細な「認証を受けるための講座」を2月2日、7日に開催。  

● 「エコ通勤特別講演会」には、54名（28事業所）が参加。 

● 「エコ通勤講座」には、 ２日間で11事業所が参加。 

● 「エコ通勤をすすめる会」への新規加入は２事業所。 

● 「エコ通勤油量事業所認証」を新たに得たのは１事業所。 



 「エコ通勤特別講演会」と「エコ通勤講座」の様子   「エコ通勤講座」で紹介した(株)小野組の取り組み  



 「エコ通勤をすすめる会」のこれまでの活動成果   エコ通勤の促進・会の運営における今後の課題   

（１）エコ通勤をすすめる会一般会員の拡大

● 平成 23 年度の普及啓発活動による新規会員は２社にとどまった 

• さらなる会員拡大に向けた取り組みが必要である。トップダウンによる参画の機会を検討。 

• 豊田市（行政）として、エコ通勤促進をどう位置付けるのか、明示する必要がある。 

• 「会員」となると敷居が高くなってしまうとすれば、たとえば「エコ通勤宣言事業所」等やわらかい

表現を用いることも検討。 

● 参画のインセンティブが足りない 

• 参画していることの「見える化」として、会員証の発行や名刺等へのロゴ刷り込みなどを検討。 

• 会員事業所を PR する機会の創出が必要。特に自社の事業に繋がるようなインセンティブ付与を検討。

● 継続的な普及・啓発活動 

• 小冊子「ecommute」や Web サイトの運営を継続することに加えて、入会のためのツール（エコ通

勤促進宣言ツール等）の制作が必要。 

 

（２）エコ通勤優良事業所認証に向けて

● 会員事業所へのフォロー 

• 特別講演会、エコ通勤講座への参加事業所だけではなく、参加しなかった事業所への情報提供など再

三のフォローが肝要。 

● 事務局・幹事事業所が率先して行動 

• 事務局および幹事事業所が率先して優良事業所認証への申請にチャレンジする。 

 

（３）Web サイト会員の拡大

● 平成 23 年度に「倍増」したが、今後もさらに会員数を増やしていく 

• Web サイトの魅力向上、新たな企画の検討。 

 

（４）他のエコ活動との連携

● エコに関する他活動との連携 

• 環境モデル都市推進やエコドライブ、エコポイント制度との連携。 

● 他組織との連携 

• 市の部署：環境政策課、環境モデル都市推進課 など 

• 他 団 体：まちなか宣伝会議、商工会議所青年部、eco-T など 

● 効果的なＰＲの展開 

他組織の取り組みと連携しながら、インパクトのあるイベント等の開催を検討。 

項  目 時  期 促 進 効 果 

H22 年度 
• すすめる会設立時に 21 であった会員事業所数が、24 事業所に増

加（㈱ネットフレンズ、㈱サギサカ、㈱小野組） 会員事業所の

増加 

H23 年度 
• 新たに 2 事業所が加入し 26 事業所となる 

（㈱アイサク、㈲ヒエノ） 

H20 年 度

～ 

• 社内の検討組織として「渋滞対策委員会」を設置し、関係部署が

連携して検討（トヨタ紡織㈱ 猿投工場） 

H21 年 度

～ 

• 自転車の共同利用を実施（㈱ネットフレンズ、プライムデリカ㈱、

㈱大豊精機、トヨタ紡織㈱、（公財）豊田都市交通研究所） 

H22 年度 

• 自動車通勤からエコ通勤への転換者に対して、エコ通勤手当を導

入（㈱ネットフレンズ） 

• 職員駐車場の割り当て基準の厳格化（豊田市役所） 

• エコ通勤優良事業所認証を受けている事業所の加入（㈱小野組）

具体的なエコ

通勤対策を実

施する事業所

の出現 

H23 年度 
• 事務局である（公財）豊田都市交通研究所がエコ通勤優良事業所認証

を取得 

エコミュート

Web サイト会

員の増加 

H23 年度 
• エコミュート Web サイト会員が倍増 

（H22 年度 98 名 → H23 年度 210 名） 

 
エコミュート会員（報告者）のCO2削減量
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　総CO2削減量（kg-CO2） エコ通勤割合（％）

（kg-CO2） 10月 11月 1月 2月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
59 83 93 96 106 107 108 208 209 211 211 211
32 41 36 34 30 31 31 40 39 36 37 34

平均通勤日数（日） 20 20 18 18 18 16 17 19 18 17 17 18
平均エコ通勤日数（日） 17 18 15 16 15 13 14 15 15 14 12 13
　公共交通機関（日） 20 2 17 20 4 16 17 17 2 2 1 5
　パーク＆ライド（日） 2 15 17 8 19 19 18 11 0 0 0 0
　相乗り（日） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　時差出勤（日） 29 2 2 4 4 5 4 19 20 18 17 22
　バイク（日） 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　自転車（日） 18 15 14 17 1 18 17 1 22 10 10 5
　徒歩（日） 25 20 19 10 20 19 25 15 13 14 16 12

85% 90% 83% 88% 83% 81% 82% 78% 83% 82% 70% 72%

2,847 4,526 3,090 3,306 2,240 2,259 2,386 3,018 3,778 2,494 1,951 2,117
142 226 171 183 124 141 140 158 209 146 114 117

76% 84% 81% 83% 75% 68% 67% 63% 72% 63% 56% 59%
78% 87% 84% 90% 82% 74% 75% 64% 73% 64% 54% 57%

2,847 7,373 10,463 13,769 16,009 18,268 20,654 23,672 27,450 29,944 31,895 34,012

エコ通勤実績記録者数（人）

年　度
月

※エコ通勤割合とは、すべての実績記録者のエコ通勤実施日数を、総通勤日数で除した値である。
※CO2削減量とは、すべての実績記録者が全通勤日でマイカー通勤を実施した場合からの削減量である（削減率は、その割合）。
※月によって通勤日数が異なるため、月の通勤日数あたりの削減量および削減率も算出している。

　総CO2削減率（％）
　日平均CO2削減率（％）

総CO2削減量の累積値（kg-CO2）

エ
コ
通
勤
実
施
日
数

CO2削減量

CO2削減率

平成22年度 平成23年度

エコ通勤割合（％）

　総CO2削減量（kg-CO2）
　日平均CO2削減量（kg-CO2/日）

システム登録者数（人）

● エコミュートWebサイト会員募集を「とよた産業フェスタ」会場で実施し、210名に倍増。 

● エコミュートWebサイトでデータ収集した総CO2削減量は34 t-CO2 である。 

● 月別の総CO2削減量は、サイト開設当初の昨年度11月がピークであり、その後減少していた

が、本年度10月の会員増加によって、削減量が増加した。 

● しかし12月には減少に転じ、報告者が少なくなっていることがうかがえる。   


